
第１章 むつ市健康増進計画
（第２次健康むつ２１）の概要

第１節 計画策定の趣旨

健康は、すべての市民の願いであり、一人ひとりがそれぞれの健康観に基づき
取り組む課題ですが、社会全体としても健康づくりを積極的に支援する体制づく
りが重要です。
むつ市においても、平成１５年１１月、「健康日本２１」及び「健康増進法（＊

注１）」の趣旨を踏まえ、３つの基本理念を基に人生のライフステージ各期におけ
る健康づくりの望ましい方向と目標を定め、市民・地域・行政が一体となった健
康づくりを総合的かつ効果的に推進するための指針として「健康むつ２１」を策
定しました。
平成１９年度には計画の中間評価を行い、国や青森県との整合性を図り、平成

２５年度に最終評価を行うこととしました。
県では、｢健康あおもり２１（第２次）｣を策定し、｢早世（＊注２）の減少と健

康寿命の延伸により全国との健康格差の縮小を目指す｣ことを全体目標に掲げ、平
成２５年度から始まる次期健康づくりの基本的な目標を示したところです。
少子・高齢化が加速する中、核家族化は一層進行し、むつ市でも、育児に不安

を抱え孤立する親もみられ、児童虐待も社会問題として顕在化してきたこと、ま
た、児童生徒の肥満傾向児の出現率をはじめ、２０代から６０代の全世代におい
て肥満者割合が全国や県に比べると依然として高い傾向にあります。
これらの背景を踏まえ、５年後の中間評価に向けて、健やかな子育て支援や第

２次食育推進計画に基づいた食育活動の推進、肥満予防対策、喫煙及び受動喫煙
防止対策、若い世代からの健康意識の向上など、引き続き、一次予防を重視した
生涯を通じた健康づくりの推進を目指していきます。
また、｢市民一人ひとりが主体的に取り組む健康づくりと健康寿命の延伸｣を全

体目標に掲げ、ライフステージに応じた生活習慣等の改善、生活習慣病の発症予
防と重症化予防の徹底を図りながら、全ての市民が希望と生きがいを持ち、健康
で幸せに暮らす社会の実現に向けて取り組んでいきます。

※注１ 「健康増進法」（抜粋）

（都道府県健康増進計画等）

第８条 １ 都道府県は、基本方針を勘案して、当該都道府県の住民の健康の増進に関する施策についての基本的な

計画（以下｢都道府県健康増進計画｣という。）を定めるものとする。

２ 市町村は、基本方針及び都道府県健康増進計画を勘案して、当該市町村の住民の健康の増進に関する施

策についての計画（以下｢市町村健康増進計画｣という。）を定めるよう努めるものとする。

※注２ 早く世を去ること

第２節 計画の概要

第１項 基本的な方向
１ 未来をつくる母子保健

次代を担う子どもがすこやかに生まれ育ち、安心して子育てができるよう
に、母性父性を育み、家族、地域、行政が子育てを支援します。

２ 一人ひとりの健康意識の向上
健康的な生活習慣づくりや疾病予防に取り組むための基礎となる、市民一



人ひとりの健康意識の向上を図るための対策を推進します。
３ ライフステージに応じた生活習慣等の改善

自立した日常生活を営むことができるよう、乳幼児期から高齢期まで、そ
れぞれのライフステージにおいて、食生活、運動等の健康的な生活習慣づく
りを推進するとともに、こころの健康づくりを推進します。

４ 生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底
がん、循環器疾患、糖尿病等の生活習慣病に対処するため、｢一次予防｣に

重点を置いた対策を推進するとともに、｢二次予防｣である病気の早期発見・
早期治療に努め、病気になっても悪化させないように重症化予防対策を推進
します。

５ 市民の健康を支え、守るための社会環境の整備
社会全体が相互に支え合いながら、病気や障がいがあっても、安心して過

＊注３

ごせるよう必要なサービスを整え、地域・学校・関係団体等との連携を図り
ながら、効果的な対策を推進します。

＊注３ 人を表す時の「障害」の「害」の字をひらがなに表記した「障がい」に変更することによって、マイ

ナスイメージを和らげようとする動きが全国の地方自治体に広がっていることに伴い、「むつ市保健計画

健康むつ２１」策定時、「障害」と表記していたものを「障がい」に表記を変更しました。

第２項 ライフステージ各期における基本目標
１ 乳幼児期（妊産婦含む）

子どもが育とうとする力を育み、親もともに育ち、地域がそれを支援する。
２ 児童・思春期

自分らしさを見つけ、こころと身体の成長を育むことができる。
３ 青年期

家庭や地域での役割を認識し、健康な生活基盤を築ける。
４ 壮年期

職場や地域の中堅として、いきいきと生活ができる。
５ 高齢期

家庭や地域の中で役割を持ち、安心して生きがいのある生活ができる。
６ 病気や障がいを持ち何らかの支援が必要な人々

障がい児・者やその家族が安心して暮らすことができる。

第３項 計画の期間
平成２５年度（２０１３年）から平成３４年度（２０２２年）までの１０年

間とします。また、目標達成状況については、計画の中間年にあたる平成２９
年度（２０１７年）に中間評価及び見直しを行い、平成３５年度（２０２３年）
に最終評価を行います。

第４項 計画の位置づけ
本計画は、健康増進法第８条第２項において｢市民の健康の増進の推進に関

する施策についての基本的な計画｣であり、母子保健計画を含むライフステージ
各期における健康づくりの方向づけをする総合保健計画です。
また、平成１９年３月策定の「むつ市保健福祉計画」を上位計画とする保健

福祉分野４計画の一つに位置づけられ、「第２次むつ市食育推進計画」、「むつ
市国民健康保険特定健診等実施計画（第２期計画）」とともに、健康増進に向け
ての基本的な計画となっています。



第５項 ライフステージの名称と年代区分

年代区分 ライフステージ

妊娠中～小学校就学前 乳幼児期（妊産婦含む）

小学校就学～１８歳 児童・思春期

１９歳～３９歳 青年期

４０歳～６４歳 壮年期

６５歳以上 高齢期
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